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ＩＳＭ製造業景気指数の推移

総合

新規受注 生産 雇用 在庫 入荷遅延 受注残 仕入価格 輸出受注 輸入

14/10 57.9 63.0 62.8 55.2 52.5 56.1 53.0 53.5 51.5 54.5

14/11 57.6 62.1 62.6 54.6 51.5 57.0 55.0 44.5 55.0 56.0

14/12 55.1 57.8 57.7 56.0 45.5 58.6 52.5 38.5 52.0 55.0

15/01 53.5 52.9 56.5 54.1 51.0 52.9 46.0 35.0 49.5 55.0

15/02 52.9 52.5 53.7 51.4 52.5 54.3 51.5 35.0 48.5 54.0

15/03 51.5 51.8 53.8 50.0 51.5 50.5 49.5 39.0 47.5 52.5

15/04 51.5 53.5 56.0 48.3 49.5 50.1 49.5 40.5 51.5 54.0

15/05 52.8 55.8 54.5 51.7 51.5 50.7 53.5 49.5 50.0 55.0

15/06 53.5 56.0 54.0 55.5 53.0 48.8 47.0 49.5 49.5 53.5

15/07 52.7 56.5 56.0 52.7 49.5 48.9 42.5 44.0 48.0 52.0

  （出所）ＩＳＭ：the Institute for Supply Management
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（図表）ＩＳＭ製造業景気指数の推移

(出所)ＩＳＭデータより当社加工
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15年７月のＩＳＭ製造業景気指数（季節調整値）は、52.7と市場予想に反し前月比

0.8％ポイント低下した（市場予想中央値53.5、当社予想52.2）。もっとも、在庫調整

や、雇用の抑制により前月から低下したものの、新規受注、生産が改善しており、製造

業部門の緩やかな拡大が持続していることを示している。全18業種では、輸送機器など

11業種が拡大した一方、一般機械など５業種が縮小した。 

総合指数への構成項目別の寄与度をみると、生産（前月比＋0.40％ポイント）、新規

受注（前月比＋0.10％ポイント）、入荷遅延（前月比＋0.02％ポイント）が押し上げ寄

与となった一方、在庫（前月比▲0.70％ポイント）、雇用（前月比▲0.56％ポイント）

が押し下げ寄与となり、総合指数は前月比0.8％ポイント低下した。 

７月のＩＳＭ統計では、輸出受注の低下が示す世界的な需要鈍化や、原油価格下落の

影響が残存していることが確認された。加工金属が夏の需要鈍化、コンピューター・電

子機器が前月からの鈍化を報告した。また、石油・石炭では原油価格下落により多くの

計画が実行できなくなるなど悪影響がでている。さらに、食品では鳥インフルエンザに

よる悪影響が報告された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＳＭ製造業景気指数ＩＳＭ製造業景気指数ＩＳＭ製造業景気指数ＩＳＭ製造業景気指数

はははは 55552.72.72.72.7 と前月比と前月比と前月比と前月比低下低下低下低下    


